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例　　言
１．�本書は、平成30年度国庫補助を受けて実施した、瀧水寺裏遺跡（第２地点）、鹿黒堀込遺跡（第２地点）、

大畑遺跡（第３地点）、竜崖遺跡（第２地点）、前戸遺跡（第５地点）、高郷遺跡、鳴神山遺跡（第５地点）、

多々羅田遺跡（第２地点）、天神台遺跡（第16地点）の発掘調査報告書である。

２．�発掘調査は印西市教育委員会が平成30年度に実施し、整理作業と原稿執筆は印西市より委託を受けた公

益財団法人印旛郡市文化財センターが実施した。

３．調査組織は、以下のとおりである。

　　●発掘調査（平成30年度）

　　　調査主体者　大木　弘　　印西市教育委員会教育長

　　　調査事務　　飯島　伸一　印西市教育委員会生涯学習課長

　　　　　　　　　坂巻　暁子　印西市教育委員会生涯学習課文化係長

　　　調査担当者　野口枝美子　印西市教育委員会生涯学習課文化係学芸員

　　●整理作業（令和元年度）

　　　調査主体者　大木　弘　　印西市教育委員会教育長

　　　調査事務　　小那木康淳　印西市教育委員会生涯学習課長

　　　　　　　　　坂巻　暁子　印西市教育委員会生涯学習課文化係長

　　　　　　　　　野村　優子　印西市教育委員会生涯学習課文化係主査

　　　調査受託者　茅野　達也　公益財団法人印旛郡市文化財センター代表理事

　　　整理担当者　小倉　和重　公益財団法人印旛郡市文化財センター庶務課長補佐兼調査係長

４．�（１）遺跡の所在地、（２）調査の種別、調査面積、調査期間、（３）調査担当者、（４）調査に至る経緯は、

以下のとおりである。

瀧水寺裏遺跡（第２地点）（センターコード：09-133）

　�（１）印西市滝字腰巻台987-4、987-41（２）確認調査　上層22.5㎡／157.39㎡　平成30年４月13日（３）

飯島伸一（４）移動通信基地局の移設工事に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵

文化財の取り扱いについての協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

鹿黒堀込遺跡（第２地点）（センターコード：09-134）

　�（１）印西市鹿黒字堀込396、410（２）確認調査　上層12.6㎡／130.34㎡　平成30年４月13日（３）野口枝

美子（４）移動通信基地局の移設工事に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵文化

財の取り扱いについての協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

大畑遺跡（第３地点）（センターコード：09-135）

　�（１）印西市瀬戸字法経堂1181-1（２）確認調査　上層46.4㎡／372㎡　平成30年５月11日（３）野口枝美

子（４）個人住宅の建築に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵文化財の取り扱い

についての協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

竜崖遺跡（第２地点）（センターコード：09-136）

　�（１）印西市浦部字山王下528、525、524の一部（２）確認調査　上層112.4㎡／903㎡　平成30年５月14日（３）

野口枝美子（４）車両置場設置に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵文化財の取

り扱いについての協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。



前戸遺跡（第５地点）（センターコード：09-137）

　�（１）印西市松崎字前戸872-1（２）確認調査　上層14.7㎡／148.98㎡　平成30年６月４日（３）野口枝美子（４）

農業用倉庫設置に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵文化財の取り扱いについて

の協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

高郷遺跡（センターコード：09-138）

　�（１）印西市鎌苅392番地（２）確認調査　上層40㎡／372㎡　平成30年６月22日（３）野口枝美子（４）

個人住宅の建築に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵文化財の取り扱いについて

の協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

鳴神山遺跡（第５地点）（センターコード：09-139）

　�（１）印西市戸神字天王627番10（２）確認調査　上層35㎡／394㎡　平成30年11月21日（３）野口枝美子（４）

個人住宅の建設に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵文化財の取り扱いについて

の協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

多々羅田遺跡（第２地点）（センターコード：09-140）

　�（１）印西市船尾字地割1467-1他（２）確認調査　上層576㎡／6171.24㎡　平成31年２月７日〜２月14日（３）

野口枝美子（４）宅地造成・建売住宅建設に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵

文化財の取り扱いについての協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

天神台遺跡（第16地点）（センターコード：09-141）

　�（１）印西市大森字呑内2231番1、2231番4（２）確認調査　上層53.24㎡／486.02㎡　平成31年２月27日（３）

野口枝美子（４）駐車場整備に先立ち、文化財保護法第93条の届出が提出されたため、埋蔵文化財の取り

扱いについての協議を行い、本調査の必要性を判断するために確認調査を行った。

５．整理作業、報告書原稿作成並びに印刷製本は、平成31年度国庫補助事業及び県費補助事業として実施した。

６．本書は、小倉が執筆及び編集を行った。なお、石材の鑑定については、柴田徹氏の協力を得た。

７．本書で使用した写真は、遺構は調査担当者、遺物は杉原豊氏（有限会社スギハラ）が撮影した。

８．調査・整理図面、写真、出土遺物は、印西市教育委員会が保管している。

９．�発掘調査から報告書刊行まで、下記の機関、個人よりご指導、ご協力を賜った。（敬称略）

　　文化庁、千葉県教育庁教育振興部文化財課、柴田徹



凡　　例
１．�第１・２図は、国土地理院発行の1/25,000「小林」・「白井」を、各遺跡の周辺地形図は、1/2,500「印西

市地形図」を使用している。

２．挿図中のスクリーントーンの用例は、以下のとおりである。

　　　　　　�竪穴住居跡

３．遺物実測図中の記号・スクリーントーンの用例は、以下のとおりである。

　　●�繊維土器　　　　　　須恵器　　　　　　黒色処理

４．トレンチ配置図・写真図版中の略号は、以下のとおりである。

　　Ｔ：トレンチ　住：竪穴住居跡　Ｋ：攪乱

５．座標は公共座標（世界測地系）を、方位は磁北を示し、標高は東京湾平均海水面を基準とする。

６．トレンチ脇の負数は、現地表面から遺構確認面までの深さ（単位：㎝）を表す。

７．�遺物法量は、推定値を(単位：㎝)、現存値を＜単位：㎝＞で示した。また、重量は現存重量（単位：ｇ）

で示した。

８．�遺構・遺物の縮尺は、図中のスケールを参照されたい。遺物写真の縮尺は、図版８の復元個体は1/3、

破片は1/2、図版９は実物大である。
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第１章　周辺の主な遺跡（第１・２図）
　ここでは、本書で報告する瀧水寺裏遺跡（1）、鹿黒堀込遺跡（2）、大畑遺跡（3）、竜崖遺跡（4）、前戸遺

跡（5）、高郷遺跡（6）、鳴神山遺跡（7）、多々羅田遺跡（8）、天神台遺跡（9）で確認されている遺構及び

出土遺物にかかわる時代を中心に、周辺の主な遺跡について概略を述べる。

　大門遺跡（10）は焼土遺構の周辺から中世（15世紀後半）の土鍋や擂鉢が出土したほか、近世とみられる

６基の塚群や近世以降の土手状遺構、旧石器時代の石器ブロックが検出された。塚の盛土中からは皇宋通宝

と寛永通宝が出土しているが、塚の構築時期は明確ではない。その他の遺物として、縄文時代中期の土器片

が出土している。宮内遺跡（11）は、奈良・平安時代を中心とする集落であるが、縄文時代早期後葉（条痕

文期）の炉穴群、弥生時代後期の竪穴住居跡、古墳時代前期から後期の竪穴住居跡、中世の地下式坑等も展

開している。天王前遺跡（12）では、縄文時代早期中葉と弥生時代後期の竪穴住居跡、円墳２基、平安時代

の掘立柱建物跡、中世以降の台地整形区画や火葬跡、中・近世の井戸状遺構等が検出されている。円墳は湖

西産のフラスコ形長頸瓶が出土した箱式石棺を伴う１基は７世紀第２四半期に、木棺直葬を伴う１基は長頸

柳葉式の鉄鏃が出土したことから５世紀後半にそれぞれ比定されている。なお、箱式石棺からは10代後半と

推定される人骨が出土している。向原遺跡（13）では、旧石器時代の細石刃石器群と近世のシシ穴列が検出

されている。五斗蒔遺跡（14）では、縄文時代早期後葉（茅山上層式期）の炉穴群が台地縁辺部の標高が高

い部分に濃密に分布しているほか、同時代の時期不明の竪穴住居跡２軒、陥し穴、土坑が少数検出されてい

る。天王台西遺跡（15）では、古墳時代前期の集落を中心に、縄文時代早期後葉の炉穴群、時期不明の石器

製作跡、奈良・平安時代の堅穴住居跡が検出されているほか、鎌倉時代前半期の村落が展開している。萩原

遺跡（16）では、中世の地下式坑と中・近世の台地整形区画が検出されている。萩原株木遺跡（17）は、旧

石器時代から中世に亘る複合遺跡である。弥生時代後期の竪穴住居跡、古墳時代後期の古墳、奈良・平安時

代の竪穴住居跡や方形周溝状遺構、中世の掘立柱建物跡や空堀、土塁等が検出されている。古墳は、径11.5

ｍの円墳で、周溝内土坑が６基検出された１号墳と、周溝のみが検出された２号墳がある。平安時代の注目

すべき遺物として、９世紀中頃の鉄鉢形土器が竪穴住居跡から出土している。中世期は15世紀に単郭構造の

城館が成立したとみられ、その前の12〜14世紀代は墓域として利用されていたと考えられている。土坑墓か

らは、人骨や蔵骨器とみられる渥美産の三筋壺、カワラケ、北宋銭が出土している。向辺田遺跡（18）は、

弥生時代後期の集落のほか、縄文時代早期後葉の炉穴、古墳時代前期、奈良・平安時代の堅穴住居跡、中・

近世の遺構が検出されている。雨古瀬遺跡（19）は、縄文時代早期前半の炉跡のほか、同時期の井草式を主

体とする撚糸文系土器や草創期の表裏縄文土器が出土している。角田台遺跡（20）は、平安時代の集落が展

開するほか、縄文時代早期後半の堅穴住居跡と炉穴群、前期後半（浮島Ⅲ式期）と中期後葉（加曽利Ｅ３式期）

の堅穴住居跡、弥生時代後期の竪穴住居跡、中・近世の遺構も展開している。注目される遺物として、仏鉢

形土器や香炉蓋、「佛」・「寺」・「千仏」の墨書土器といった仏教関連遺物がある。萩原長原遺跡（21）では、

縄文時代早期後葉の炉穴、中期後葉（加曽利Ｅ式期）の堅穴住居跡と土坑、弥生時代後期、古墳時代前期、

奈良・平安時代の住居跡が検出されている。なお、縄文時代の堅穴住居跡には柄鏡形のものが１軒含まれて

いる。弐ト込遺跡（22）では、古墳時代中期と奈良・平安時代の集落が展開するほか、縄文時代早期後葉の

炉穴群、弥生時代後期の堅穴住居跡が検出されている。荒野前遺跡（23）は旧石器時代の石器製作に伴う石

器群が、立川ロームⅢ〜Ⅶ層から出土している。松虫丑ムグリ遺跡（24）では、縄文時代中期後葉（加曽利

ＥⅢ式期）の竪穴住居跡が１軒検出されている。松虫陣屋跡（25）は、中世の領主屋敷跡及び城館跡である

が、旧石器時代、縄文時代早期から後期、弥生時代後期、奈良・平安時代の遺物も出土している。縄文時代
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は早期の撚糸文系土器が主体で、同時期の礫群が１か所検出されている。小原第１遺跡（26）は、縄文時代

の陥穴や土坑のほか、いわゆる「離れ国分」と言われる奈良時代の堅穴住居跡が検出されている。小原第２

遺跡（27）では、縄文時代の陥穴や土坑のほか、弥生時代の遺物集中地点が２か所検出されている。瀬戸遠

蓮遺跡（28）では、縄文時代草創期の隆起線文土器や押圧縄文土器のほか、有舌尖頭器が出土している。大

木台古墳群（29）は、後期の円墳２基で構成される。墳丘の規模は、１号墳が径約15ｍ、２号墳が径約17ｍ

である。埋葬施設は、２号墳は墳頂部に土坑が掘られた木棺直葬である。１号墳の埋葬施設は、裏込めに使

われたとみられる白色粘土が表土中から出土したことから、２号墳と同じ木棺直葬と推測されている。２号

墳の埋葬施設内から直刀や鉄鏃、刀子などが出土したほか、墳丘裾部から42個体の埴輪列が検出された。井

戸向遺跡（30）は、縄文時代早期後葉の炉穴群と時期不明の陥穴、平安時代の道と考えられる溝状遺構等が

検出された。注目される遺物として、瓦塔片が出土した。炭焼１号墳（31）は、径12ｍの円墳で主体部は不明、

炭焼２号墳（32）は、約21ｍの方墳で主体部が箱式石棺である。また、弥生時代後期の堅穴住居跡が１軒検

出されている。鎌苅遺跡（33）では、弥生時代後期の住居跡が検出されている。前原第１遺跡（34）と滝尻

遺跡（35）では、弥生時代後期の住居跡が１軒検出されている。古山遺跡（36）では、弥生時代後期、古墳

時代中期、奈良・平安時代の堅穴住居跡、縄文時代早期後葉の炉穴群、石器集中地点１か所が検出されている。

古墳時代の堅穴住居跡の床面及び貼床中から硬玉製勾玉、ガラス製・滑石製臼玉、滑石の剥片・砕片・原石

が出土したほか、住居跡の周辺から滑石製模造品が出土している。古谷遺跡（37）は、古墳時代中期の集落

が展開するほか、縄文時代早期、奈良時代の遺物が出土している。遺跡分布地図の遺跡概要には、縄文時代

早期後葉の茅山式土器と弥生時代後期の土器、ハマグリ、オキシジミ、マガキといった貝類が記載されてい

るが、貝塚は縄文時代早期後葉に属するものと推測される。曽谷窪遺跡・曽谷ノ窪瓦窯跡（38）では、弥生

時代後期と奈良・平安時代の集落が展開するほか、縄文時代早期後葉の炉穴も検出されている。また、古墳

時代の石製模造品が出土していることから、石製模造品の工房跡が存在する可能性が指摘されている。奈良・

平安時代については、９世紀後半の鍛冶工房か鍛冶工房を兼ねた住居跡や鍛冶炉が検出されていることから、

曽谷窪遺跡は曽谷ノ窪瓦窯を操業していた集団の集落で、９世紀から10世紀中葉に営まれた精錬鍛冶から鍛

錬鍛冶を行って農耕具等を生産していた遺跡であると考えられている。曽谷ノ窪瓦窯跡は７世紀後半の創建

とみられる木下別所廃寺所用の瓦を生産していた窯跡を鉄製品や銅製品の生産にも使用していた点が注目さ

れる。本窯で生産された瓦や鉄製品は、古代印播郡言美郷の拠点的集落とみなされている天神台遺跡にも供

給していたと考えられている。松山２号墳（39）は、６世紀後半に築造されてから７世紀初頭まで追葬が行

われたと考えられる直径約23ｍの円墳である。山王台遺跡（40）は、縄文時代早期後葉の炉穴群のほか、室

町期を中心とする中世の墓坑群が検出されており、竜崖城と関連する城館跡の可能性が指摘されている。注

目すべき遺物として、龍泉窯系の青磁碗の破片が出土している。泉北側第１遺跡（41）は、縄文時代の陥穴

が検出されている。泉北側第２遺跡（42）は、古墳時代前期の集落が展開するほか、縄文時代早期後葉の炉

穴、前期（関山式期）、後期初頭（称名寺式期）と同前葉（堀之内式期）、晩期（千網式期）、時期不明の堅穴

住居跡が検出され、石鏃製作にかかわるとみられる楔形石器が多く出土した。関山式期の堅穴住居跡からは、

ハマグリを主体とする貝層が検出されている。同遺跡（Ⅱ）では、縄文時代早期の炉穴群、中期後半と古墳

時代前期の堅穴住居跡、奈良・平安時代の土坑等が検出されている。泉北側第３遺跡（43）では、古墳時代

前期の集落が展開するほか、縄文時代早期と推測される焼土跡等が検出されている。古新田南遺跡（44）では、

縄文時代早期後葉の炉穴が検出されている。大森割野遺跡（45）では、縄文時代早期沈線文系土器に伴うと

みられる礫群、中期中葉（阿玉台式期）とみられる石鏃製作跡が検出されている。大割水溜遺跡（46）では、
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縄文時代早期後葉の炉穴のほか、泉北側第２遺跡の分村と考えられている古墳時代前期の堅穴住居跡が２軒

検出されている。木苅峠遺跡（47）では、旧石器時代の石器群が中心であるが、平安時代の堅穴住居跡も検

出されている。大塚前遺跡（48）では、下総国分寺の創建時と同じ瓦（宝相華文鐙瓦・宇瓦）を葺いた掘立

柱建物跡が検出されている。榎峠遺跡（49）は、縄文時代早期中葉の炉穴のほか、撚糸文系土器を主体に、

草創期の爪形文土器や押圧縄文土器がわずかに出土している。南西ヶ作遺跡（50）は、奈良・平安時代の集

落であるが、縄文時代早期後葉の炉穴群も検出されている。奈良・平安時代の遺物で注目されるのは、「佛」

の墨書土器のほか、人名が記入されていたと推測される「大國玉神（代）[９字前後]召（呂）長[２字前後]」

の長文墨書土器、下総国分寺所用瓦窯産瓦、蓮華墨画土器、カマド内出土の鹿骨がある。白井谷奥遺跡（51）

は、弥生時代後期の堅穴住居跡と奈良・平安時代の堅穴住居跡、掘立柱建物跡のほか、鳴神山遺跡に続く奈良・

平安時代の道路状遺構が検出されている。また、中世の地下式坑を中心とする遺構も検出されている。向新

田遺跡（52）では、古墳時代前期の集落を中心に、縄文時代早期後半、中期、弥生時代後期、奈良・平安時

代の竪穴住居跡、縄文時代早期後半の炉穴も展開している。なお、縄文時代の時期不明の石鏃製作跡が検出

されている。船尾白幡遺跡（53）では、縄文時代早期後葉の炉穴のほか、前期中葉（黒浜式期）、同後葉（興

津式期）、中期中葉（阿玉台式期）、中期末（加曽利ＥⅣ式）から後期初頭（称名寺１式）の堅穴住居跡や竪

穴状遺構が各１基ずつ検出されている。弥生時代以降は弥生時代後期の集落と古墳時代後期の集落が展開し

ている。奈良・平安時代になると大規模な集落が展開し、平安時代に編纂された『和名類抄』にある下総国

印旛郡舩穂郷の中心的な集落と考えられている。これまでの調査で竪穴住居跡74棟、掘立柱建物跡36棟が検

出され、鉄製の枢鍵や青銅製の帯金具が出土している。戸神遺跡（54）では、古墳時代後期の竪穴住居跡１

軒が検出されている。西根遺跡（55）は、縄文時代から中・近世にわたる遺物が出土した流路跡のほか、古

墳時代前期の堰跡が検出されている。遺物は縄文時代後期中葉の大量の土器や飾り弓のほか、古墳時代の木

製農具や船の部材、奈良・平安時代の木製農具や形代、墨書土器等が出土している。船尾町田遺跡（56）では、

古墳時代前期を中心に弥生時代終末期から古墳時代中期までの集落が展開したほか、古墳時代後期の古墳が

３基存在した。１号墳は径19ｍの円墳で、主体部は箱式石棺である。主体部から、長三角形式の鉄鏃、鉄製

品の一部、人骨の一部が出土した。２号墳は全長30ｍの前方後円墳で、主体部は箱式石棺である。主体部か

ら、水晶製切子玉、碧玉製管玉が、周溝内から直刀、金銅製鈴がそれぞれ出土した。３号墳は径26ｍの円墳

で、主体部は箱式石棺である。主体部から、水晶製切子玉、ガラス製玉・小玉、石製玉が出土した。向ノ地

遺跡と船尾町田遺跡は約300ｍ離れて隣接する位置関係にあり、弥生時代後期から古墳時代前期にかけては同

一の集落が展開すると考えられている。向ノ地遺跡（57）では、古墳時代前期の集落を中心に、弥生時代後

期の集落も展開する。とくに、弥生時代の環濠とみられる断面逆台形の溝が注目されるが、正式な報告書は

未刊行である。鳴神山遺跡は、古墳時代後期の住居跡軒数は少ないが、奈良・平安時代になると202軒もの大

集落となる。文字・記号の墨書土器が遺跡全体で1,000点以上出土しており、中には「幡寺」という墨書がある。

油免遺跡（58）では、第２地点に古墳時代中・後期から奈良・平安時代の集落が展開するほか、縄文時代の

時期不明の竪穴状遺構や中・近世の溝、土坑等が検出されている。奈良・平安時代の遺物には、８世紀前半

の伊勢型と濃尾型の刷毛目甕や畿内産土師器坏、９世紀前半の長頸壺（平城宮分類の壺Ｇ）といった非在地

産の土器類がある。また、奈良時代の竪穴住居跡の床面から、ハマグリとシオフキを主体とする貝が出土した。

第３地点では、９世紀中頃の土師器とともに鉄製小刀が出土した土坑が１基検出されている。松崎Ⅰ遺跡（59）

は、縄文時代早期後半の茅山下層式を中心とする炉穴群のほか、弥生時代末から古墳時代前期の集落、古墳

（方墳）が展開する。松崎Ⅱ遺跡（60）は、弥生時代末から古墳時代前期を中心とする集落であるが、縄文時
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代の土坑や奈良・平安時代の方形周溝状遺構等が検出されている。松崎Ⅲ遺跡（61）は、縄文時代早期前葉

（撚糸文期）と後葉（条痕文期）、中期後葉（加曽利Ｅ式期）の堅穴住居跡、早期後葉の炉穴のほか、時期不

明の円墳１基、奈良・平安時代の堅穴住居跡や蔵骨器埋納土坑１基、中世の居館跡等が検出されている。松

崎Ⅳ遺跡（62）は、弥生時代後期の集落が展開する。松崎Ⅴ遺跡（63）は、縄文時代早期後葉の炉穴群、古

墳時代前期、奈良・平安時代の住居跡が検出されている。前戸遺跡と東海道遺跡（64）は隣接する位置関係

にあることから、ともに古墳時代終末期から平安時代を中心とする同一集落であると考えられる。東海道遺

跡では、縄文時代中期の堅穴住居跡や土坑も少数検出されている。
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第１図　遺跡分布図（１）
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第２図　遺跡分布図（２）
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第２章　瀧水寺裏遺跡（第２地点）
第１節　遺跡の立地（第３図）
　亀成川の東岸、標高27ｍの台地上に立地する。本地点は遺跡の東端で、利根川低地から樹枝状に入り込む

谷の奥部にあたる。

第２節　調査の方法（第４図）
　トレンチを任意に２本設定した。最初に、重機によって表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認

面までの深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平面図は、調査区内に平板測量のための基準点を

任意に設定し、縮尺１/100で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物（第５図・第１表）
　古墳時代中期の竪穴住居跡１軒が検出され、同時期の土師器が出土した。遺物は、図示したもののほかに、

土師器の破片12点である。

第４図　瀧水寺裏遺跡（第２地点）トレンチ配置図

第３図　瀧水寺裏遺跡（第２地点）地形図
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第３章　鹿黒堀込遺跡（第２地点）
第１節　遺跡の立地（第６図）
　亀成川の南岸、標高23ｍの台地上に立地する。本地点は、遺跡範囲のほぼ北端、亀成川に面する台地の縁

辺近くにあたる。

第２節　調査の方法（第７図）
　トレンチを任意に１本設定した。最初に、重機によって表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認

面までの深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平面図は、縮尺1/100で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物
　遺構は検出されず、図示できる遺物は出土しなかった。

第５図　瀧水寺裏遺跡（第２地点）出土遺物

第１表　瀧水寺裏遺跡（第２地点)遺物観察表
挿図番号 出土位置 種別・器種 部位 遺存度 法量 調整・文様等 備考

第5図－１ １Ｔ 土師器・甕 口縁部〜胴部上半 1/2 口径（16.6）㎝
器高〈10.1〉㎝ 口縁部ヨコナデ。外面ヘラケズリ。内面。

第5図－２ １Ｔ 土師器・高坏 口縁部〜体部 破片 ― 体部外面刷毛ナデ後ミガキ。内面ヘラナデ後
ミガキ。

第5図－３ １Ｔ 土師器・高坏 口縁部〜脚部 脚底部２/３
（坏部口縁1/4欠損）

口径（16.8）㎝
器高〈13.1〉㎝
底径（12.8）㎝

口縁部ヨコナデ。坏部外面体部ヘラケズリ後
刷毛ナデ。内面ナデ。脚部外面刷毛ナデ。内
面ヘラナデ後刷毛ナデ。

全体に被熱している
が、坏部内面が顕著。

第5図－４ １Ｔ 土師器・高坏 脚部 破片 底径〈14.2〉㎝ 外面ミガキ。内面ナデ。

第６図　鹿黒堀込遺跡（第２地点）地形図
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第８図　大畑遺跡（第３地点）地形図第７図　鹿黒堀込遺跡（第２地点）トレンチ配置図

第４章　大畑遺跡（第3地点）
第１節　遺跡の立地（第８図）
　印旛沼の北岸、標高28ｍの台地上に立地する。本地点

は台地の西側縁辺部に位置し、遺跡範囲の南端にあたる。

西側の印旛沼低地との比高差は約22ｍである。

第２節　調査の方法（第９図）
　トレンチを任意に５本設定した。最初に、重機によっ

て表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認面ま

での深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平

面図は、調査区内に平板測量のための基準点を任意に設

定し、縮尺１/100で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物
　遺構は確認されず、奈良・平安時代の土師器の小破片

が４点出土したが、図示し得るものはない。
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第10図　竜崖遺跡（第２地点）地形図第９図　大畑遺跡（第３地点）トレンチ配置図

第11図　竜崖遺跡（第２地点）出土遺物

第５章　竜崖遺跡（第２地点）
第１節　遺跡の立地（第10図）
　手賀沼を経由して利根川に注ぐ下手賀川の南岸、標高

22ｍの台地上に立地する。遺跡周囲は、下手賀川とその

支流によって樹枝状に開析されており、本地点は遺跡範

囲の東側にあたる。

第２節　調査の方法（第12図）
　トレンチを任意に11本設定した。最初に、重機によっ

て表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認面ま

での深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平

面図は、調査区内に平板測量のための基準点を任意に設

定し、縮尺１/200で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物（第11図・第２表）
　遺構は確認されず、奈良・平安時代の土師器と近世陶

磁器が少量出土した。遺物は、図示したもののほかに、

土師器の小破片３点である。
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第２表　竜崖遺跡（第２地点）遺物観察表
挿図番号 出土位置 種別・器種 部位 遺存度 法量 調整・文様等 備考

第11図－１ 表採 陶器・鉢 底部 破片 器高〈2.6〉㎝
底径（9.4）㎝ ロクロ整形。胴部下端・底部回転ヘラケズリ。胴部内面灰釉。

第11図－２ １Ｔ 土製品・土錘 長さ4.55㎝　幅1.8㎝　厚さ1.75㎝　孔径0.3〜0.4㎝　重量12.7ｇ

第12図　竜崖遺跡（第２地点）トレンチ配置図
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第６章　前戸遺跡（第５地点）
第１節　遺跡の立地（第13図）
　新川の北岸、標高24ｍの台地上に立地する。遺跡の東西には新川から樹枝状に谷が入り込んでおり、本地

点は西側の通称松崎谷に近い位置にあたる。

第２節　調査の方法（第14図）
　トレンチを任意に１本設定した。最初に、重機によって表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認

面までの深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平面図は、調査区内に平板測量のための基準点を

任意に設定し、縮尺１/100で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物（第15図・第３表）
　奈良・平安時代の竪穴住居跡１軒が検出され、同時期の土師器と須恵器が少量出土した。遺物は、図示し

たもののほかに、土師器の甕と坏の小破片が14点、須恵器は坏の口縁部の小破片が２点である。

第３表　前戸遺跡（第５地点）遺物観察表
挿図番号 出土位置 種別・器種 部位 遺存度 法量 調整・文様等 備考

第15図－１ １Ｔ 須恵器・坏 口縁部〜体部 破片 口径（12.8）㎝
器高〈3.1〉㎝ ロクロ整形。

第13図　前戸遺跡（第５地点）地形図

第14図　前戸遺跡（第５地点）トレンチ配置図

第15図　前戸遺跡（第５地点）出土遺物
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第７章　高郷遺跡
第１節　遺跡の立地（第16図）
　師戸川の西岸、標高28ｍの台地上に立地する。遺跡の北側には、師戸川から樹枝状に谷が入り込んでおり、

本地点は遺跡範囲の南端にあたる。

第２節　調査の方法（第18図）
　トレンチを任意に３本設定した。最初に、重機によって表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認

面までの深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平面図は、調査区内に平板測量のための基準点を

任意に設定し、縮尺１/100で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物（第17図・第４表）
　遺構は確認されず、縄文土器、奈良・平安時代の土師器が少量出土した。遺物は、図示したもののほかに、

早期条痕文系土器と胎土に繊維を含む縄文施文の土器が各１点、土師器の小破片が４点である。

第４表　高郷遺跡遺物観察表
挿図番号 出土位置 種別・器種 部位 遺存度 法量 調整・文様等 備考

第17図－１ １Ｔ 土師器・坏 口縁部〜体部 破片 口径（14.2）㎝
器高〈3.4〉㎝ ロクロ整形。内面ミガキ。 内面黒色処理。

第17図－２ ３Ｔ 縄文土器・深鉢 胴部 破片 ― 外面縦位貝殻条痕。 早期条痕文系。
第17図－３ 1Ｔ 須恵器・甕 胴部 破片 ― ロクロ整形。外面縦位平行タタキ。内面当具痕。

第16図　高郷遺跡地形図

第17図　高郷遺跡出土遺物

1 2 3

0 010㎝ 10㎝（１） （２・３）
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第８章　鳴神山遺跡（第５地点）
第１節　遺跡の立地（第19図）
　戸神川の西岸、標高25ｍの台地上に立地する。本地点は、戸神川から入り込む樹枝状の谷奥から北に50ｍ

の位置にある。

第２節　調査の方法（第20図）
　トレンチを任意に６本設定した。最初に、重機によって表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認

面までの深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平面図は、調査区内に平板測量のための基準点を

任意に設定し、縮尺１/100で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物（第21図・第５表）
　遺構は確認されず、奈良・平安時代の土師器と中世の陶器が少量出土した。遺物は、図示したもののほか

に、中世陶器の小破片１点である。

第18図　高郷遺跡トレンチ配置図
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第５表　鳴神山遺跡（第５地点）遺物観察表
挿図番号 出土位置 種別・器種 部位 遺存度 法量 調整・文様等 備考

第21図－１ １Ｔ 土師器・坏ヵ 体部下端〜底部 破片 器高〈0.95〉㎝
底径（10）㎝ ロクロ整形。体部下端・底部手持ちヘラケズリ。

第19図　鳴神山遺跡（第５地点）地形図

第20図　鳴神山遺跡（第５地点）トレンチ配置図

第21図　鳴神山遺跡（第５地点）出土遺物
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第９章　多々羅田遺跡（第２地点）
第１節　遺跡の立地（第22図）
　戸神川の東岸、標高21ｍの台地上に立地する。

第２節　調査の方法（第24図）
　トレンチを任意に29本設定した。最初に、重機によって表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認

面までの深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平面図は、調査区内に平板測量のための基準点を

任意に設定し、縮尺１/300で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物（第23図・第６表）
　遺構は確認されず、奈良・平安時代の土師器が少量出土したほか、古銭、黒曜石の剥片が出土した。遺物

は、図示したもののほかに、土師器の小破片７点と不明鉄製品１点である。

第６表　多々羅田遺跡（第２地点）遺物観察表
挿図番号 出土位置 種別・器種 部位 遺存度 法量 調整・文様等 備考

第23図－１ 1Ｔ 縄文土器・深鉢 口縁部 破片 ― 口唇部に斜位の押圧。輪積み部に押圧を施し
た粘土紐を巡らせる。 前期（浮島式）

第23図－２ 6Ｔ 縄文土器・深鉢 胴部 破片 ― 無節Ｌ縄文。 中期（下小野式）
第23図－３ 表採 縄文土器・深鉢 胴部 破片 ― 撚糸Ｒ。 中期（加曽利Ｅ式）

第23図－４ 12Ｔ 土師器・坏 体部下端〜底部 破片 器高〈0.95〉㎝
底径（5.4）㎝ ロクロ整形。体部下端・底部手持ちヘラケズリ。

第23図－５ 5Ｔ 石製品・剥片 長さ2.45㎝　幅1.95㎝　厚さ0.95㎝　重量3.9ｇ　黒曜石。
第23図－６ 12Ｔ 銭貨 寛永通宝。外縁外径2.4㎝　外縁内径2.1㎝　内郭外径0.7㎝　外縁厚0.12㎝　重量2.6ｇ

第22図　多々羅田遺跡（第２地点）地形図

第23図　多々羅田遺跡（第２地点）出土遺物
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第24図　多々羅田遺跡（第２地点）トレンチ配置図
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第10章　天神台遺跡（第16地点）
第１節　遺跡の立地（第25図）
　亀成川の北岸、標高24ｍの台地上に立地する。遺跡の南側には、亀成川から樹枝状の谷が入り込んでおり、

本地点は谷奥から約100ｍの位置にあたる。

第２節　調査の方法（第27図）
　トレンチを任意に５本設定した。最初に、重機によって表土を除去し、遺構確認作業を行った。遺構確認

面までの深さを計測し、図面作成及び写真撮影を行った。平面図は、調査区内に平板測量のための基準点を

任意に設定し、縮尺１/100で作成した。

第３節　検出された遺構と遺物（第26図・第７表）
　遺構は検出されず、古墳時代の土師器が少量出土した。遺物は、図示したもののほかに、土師器の小破片

４点と近世以降の土師質土器１点である。

第７表　天神台遺跡（第16地点）遺物観察表
挿図番号 出土位置 種別・器種 部位 遺存度 法量 調整・文様等 備考
第26図－１ 4Ｔ 鉄製品・鉄滓 長さ2.55㎝　幅2.55㎝　厚さ1.4㎝　重量10.2ｇ　椀形滓ヵ　

第25図　天神台遺跡（第16地点）地形図

第26図　天神台遺跡（第16地点）出土遺物
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第11章　まとめ
瀧水寺裏遺跡（第２地点）

　本地点では、本遺跡で初となる古墳時代中期の竪穴

住居跡が確認された。西側の道路改良工事に伴う第１

地点の調査では、同時期の土師器坩が１点のみ出土し

ているが、本地点の調査により同時代の遺構が分布し

ていることが明確となった。

鹿黒堀込遺跡（第２地点）

　本地点から南に約100ｍの第１地点では、古墳時代

前期の堅穴住居跡が２軒検出されているが、遺跡範囲

の北東端にあたる本地点では、遺構・遺物が確認され

なかったことから、集落が本地点まで展開しないこと

が判明した。

大畑遺跡（第３地点）

　遺構が確認されず、遺物もごくわずかであったこと

は、本地点が遺跡範囲の西端で、すぐ西側が急崖を呈

していることに起因すると考えられる。本調査地点と

は対照的に、遺跡範囲の中心に近い約100ｍ北の第１

地点では、古墳時代の堅穴住居跡の分布密度が高く、

縄文時代の堅穴住居跡も確認されている。

竜崖遺跡（第２地点）

　本遺跡は中世城館跡であるが、関連する遺構は確認

されなかった。本地点の東側は、北側から谷が入り込

んでいるほか、南側にも曲輪を利用したような緩斜面

が認められ、鞍部となっていることがわかる。この鞍

部に通路を想定すると、城館関連の遺構はより西側の

台地平坦部に展開するものと推測される。なお、本地

点の東約50ｍの第１地点の調査では、中世の溝が１条

確認されていることから、第２地点の北側に沿う現道

との関係性が注意される。

前戸遺跡（第５地点）

　本地点では、狭小な調査範囲にもかかわらず、奈良・

平安時代の竪穴住居跡が確認された。南側約130ｍの

道路改良工事に伴う調査では、古墳時代後期から奈良・

平安時代の竪穴住居跡が16軒のほか、奈良・平安時代

と考えられる掘立柱建物跡が１棟検出されている。ま

た、南側約50ｍの第２地点で奈良・平安時代の堅穴住

居跡が33軒、南側約80ｍの第３地点で奈良・平安時代第27図　天神台遺跡（第16地点）トレンチ配置図
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の堅穴住居跡が１軒確認されているなど、古代の集落が広範囲に展開していると考えられる。とくに、遺跡

範囲の中央やや南側での濃密な遺構の分布状況は、台地の平坦面が北側に比べて広いという地形に因ると考

えられ、当遺跡の東に所在する東海道遺跡は、地形的な連続性と遺構の分布状況から同一集落と捉えること

ができる。

高郷遺跡

　今回の調査地点は、遺跡範囲の南西端にあたる。遺構が確認されなかったことから、遺跡の中心はより北

側と推測される。図示した土師器坏は、９世紀前半に比定される。

鳴神山遺跡（第５地点）

　本地点の南約70ｍで平成25年に行われた第１地点、南西約100ｍで平成27年に行われた第２地点、南側隣

接地と西側約50ｍで平成30年に行われた第３地点と第４地点の両調査では、第１地点と第３地点で奈良・平

安時代の竪穴住居跡が確認されている。その他、千葉県文化財センターによる調査成果を見ると、遺跡範囲

の南側に奈良・平安時代の集落が展開すると考えられる。

多々羅田遺跡（第２地点）

　本地点の調査は、平成29年に行われた第１地点を含む広大な面積が対象であったが、遺構は確認されなかっ

た。第１地点の調査においても遺構は確認されず、奈良・平安時代の土師器や中世の陶磁器等がごくわずか

に出土している程度であった。両地点の調査により、遺跡範囲の半分以上を調査したことになるが、本遺跡

は集落を営むような土地利用ではなかったことが推測される。

天神台遺跡（第16地点）

　広大な遺跡範囲のなかで、本地点では遺構が確認されず遺物も僅少であったことから、遺構の空白域であ

ることが判明した。

参考文献
小牧美知枝　2017『平成27年度印西市内遺跡発掘調査報告書』印西市教育委員会
齋藤　毅　2015『平成25年度印西市内遺跡発掘調査報告書』印西市教育委員会
日暮冬樹　2014『平成17〜24年度印西市内遺跡発掘調査報告書』印西市教育委員会
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図版1

瀧水寺裏遺跡（第２地点）調査前遠景（東から）
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鹿黒堀込遺跡（第２地点）調査前近景（南東から）

１T（北から）



図版2

� 大畑遺跡（第３地点）調査前近景（南西から）
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４T（南西から）

竜崖遺跡（第２地点）１T（南東から）



図版3

竜崖遺跡（第２地点）２T（南東から）

４T（南東から）

６T（北東から）

前戸遺跡（第５地点）調査前近景（西から）

３T（南東から）

５T（南東から）

７T（北東から）

１T（北西から）



図版4

前戸遺跡（第５地点）１T（南東から）

調査前近景（南西から）

３T（東から）

１T（西から）

高郷遺跡調査前近景（南西から）

１T（南から）

鳴神山遺跡（第５地点）調査前近景（南西から）

２T（西から）



図版5

�鳴神山遺跡（第５地点）３T（西から）

５T（西から）

１T（東から）

４T（西から）

６T（西から）

多々羅田遺跡（第２地点）調査前近景（北東から）

４T（南から）



図版6

多々羅田遺跡（第２地点）７T（南から）

15T（北から）

18T（南から）

22T（北西から）

13T（南から）

17T（南から）

19T（南から）
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図版7

多々羅田遺跡（第２地点）29T（南から）

調査前近景（南から）

２T（北から）

４T（北から）

天神台遺跡（第16地点）調査前近景（南から）
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図版8

瀧水寺裏遺跡（第２地点）

竜崖遺跡（第２地点）

鳴神山遺跡（第５地点） 多々羅田遺跡（第２地点）①

出土遺物①

天神台遺跡
（第16地点）

高郷遺跡前戸遺跡（第５地点）

竜崖遺跡（第２地点）
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図版9

多々羅田遺跡（第２地点）②
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出土遺物②
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ふりがな ふりがな コード 経緯度（世界測地系）
調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 北緯 東経

りゅうすいじうらいせき（だい2ちて
ん）

瀧水寺裏遺跡（第2地点）

いんざいしたきあざこし
まきだい987-4、987-41
印西市滝字腰巻台987-4、
987-41

122122 09-133 35°49′11″ 140°10′52″ 2018年4月13日 確認調査
上層22.5㎡/157.39㎡ 移動通信基地局設置

かぐろほりごめいせき（だい2ちてん）
鹿黒堀込遺跡（第2地点）

いんざいしかぐろあざほ
りごめ396、410
印西市鹿黒字堀込396、
410

122122 09-134 35°49′27″ 140°08′02″ 2018年4月13日 確認調査
上層12.6㎡/130.34㎡ 移動通信基地局設置

おおばたけいせき（だい3ちてん）
大畑遺跡（第3地点）

いんざいしせとあざほっ
けいどう1181-1
印西市瀬戸字法経堂
1181-1

122122 09-135 35°46′16″ 140°12′59″ 2018年5月11日 確認調査
上層46.4㎡/372㎡ 個人住宅建設

りゅうがいいせき（だい2ちてん）
竜崖遺跡（第2地点）

いんざいしうらべあざ
さんのうした528、525、
524のいちぶ
印西市浦部字山王下528、
525、524の一部

122122 09-136 35°49′30″ 140°06′27″ 2018年5月14日 確認調査
上層112.4㎡/903㎡ 車両置場造成

まえどいせき（だい5ちてん）
前戸遺跡（第5地点）

いんざいしまつざきあざ
まえど872-1
印西市松崎字前戸872-1

122122 09-137 35°46′49″ 140°08′18″ 2018年6月4日 確認調査
上層14.7㎡/148.98㎡ 農業用倉庫設置

たかごういせき
高郷遺跡

いんざいしかまかり392
ばんち
印西市鎌苅392番地

122122 09-138 35°46′35″ 140°11′35" 2018年6月22日 確認調査
上層40㎡/372㎡ 個人住宅建設

なるかみやまいせき（だい5ちてん）
鳴神山遺跡（第5地点）

いんざいしとかみあざて
んのう627ばん10
印西市戸神字天王627番
10

122122 09-139 35°47′25″ 140°07′01" 2018年11月21日 確認調査
上層35㎡/394㎡ 個人住宅建設

たたらだいせき（だい2ちてん）
多々羅田遺跡（第2地点）

いんざいしふなおあざじ
わり1467-1ほか
印西市船尾字地割1467-1
他

122122 09-140 35°47′25″ 140°07′01" 2019年2月7日〜
2019年2月14日

確認調査
上層576㎡/6171.24㎡

宅地造成・建売住宅
建設

てんじんだいいせき（だい16ちてん）
天神台遺跡（第16地点）

いんざいしおおもりあ
ざのみうち2231ばん1、
2231ばん-4
印西市大森字呑内2231番
1、2231番4

122122 09-141 35°49′39″ 140°09′00" 2019年2月27日 確認調査
上層53.24㎡/486.02㎡ 駐車場整備

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

瀧水寺裏遺跡（第2地点） 集落跡 旧石器時代、縄文時代、
奈良・平安時代

古墳時代竪穴住居跡
１軒 古墳時代土師器

鹿黒堀込遺跡（第2地点） 包蔵地 縄文時代 なし なし 確認調査で終了

大畑遺跡（第3地点） 包蔵地 縄文時代、古墳時代、
奈良・平安時代 なし 奈良・平安時代

土師器 確認調査で終了

竜崖遺跡（第2地点） 包蔵地 平安時代、近世 なし
奈良・平安時代
土師器、近世陶
磁器

確認調査で終了

前戸遺跡（第5地点） 包蔵地 縄文時代、平安時代 奈良・平安時代竪穴住
居跡１軒

奈良・平安時代
土師器

高郷遺跡 包蔵地 弥生時代、古墳時代、
奈良・平安時代 なし 縄文土器、奈良・

平安時代土師器 確認調査で終了

鳴神山遺跡（第5地点） 包蔵地 旧石器時代、奈良・平
安時代 なし 中近世土師質土

器、陶磁器 確認調査で終了

多々羅田遺跡（第2地点） 生産遺跡 奈良・平安時代、中世 なし 奈良・平安時代
土師器、古銭 確認調査で終了

天神台遺跡（第16地点） 貝塚・集落跡
縄文時代、弥生時代、
古墳時代、奈良・平安
時代

なし 縄文土器、古墳
時代土師器 確認調査で終了
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